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二つの勉強
学習には「力を蓄える」勉強と「力を試す」

勉強とがあります。授業を聞いて理解する、
何度も繰り返し練習しておぼえる、といった
学習が「力を蓄える」勉強です。主に基礎・基
本とされるものです。
これに対し、応用問題や過去問を解くのは

「力を試す」勉強です。
応用問題というのは、基礎・基本となる学

力がいくつかまとまって問われます。必要と
なる基礎知識が、ひとつでも欠けると解きに
くくできています。ですから、基礎・基本がな
ければそう多く得点できませんし、やったと
ころで基礎学力が向上するものでもありま
せん。ある程度、出題傾向をわかる知識がな
いと得点できるようにはなりにくいもので
す。
また、どの基礎知識が必要なのかを判断
する力も問われます。模擬試験や過去問題
などの答え合わせをすると、「な～んだ、これ
なら知っていたよ」「できる問題だったのに
難しく考えすぎた」ということがあります。こ
のとき、適切な判断を下せるのも大事な学
力のひとつです。
もし、問題に取り組んでもさっぱりわから

ない、というようであれば、蓄えが足りない、
ということです。漢字や計算、一問一答式の
ドリルのような問題集で反復練習を重ねる
といった学習をおすすめします。

ひとつの教科を何年分も
解いてみる

時間を計りながら、1 年分の問題をやって

答え合わせをし、何点採れたかをチェックす
る、というのが過去問の使い方です。ここで
は、少し別のやり方として、1 教科について
何年分もまとめて解いてみることを紹介し
ます。
たいていの場合、入試問題の作問は教科

の先生の手によるものです。問題を作成す
るに当たって主に参考にするのは、同じ学
校の過去問です。試験傾向を大きく変えな
いよう考慮しながら作るからです。このとき、
範囲の広い社会のような教科では一度の試
験で「まんべんなく」出題するのは難しいこ
とです。となれば、何年かに一度の割合で出
題されるものが決まっているように見える
場合があります。このようなことに気づくに
は短期間で同じ教科の過去問をやってみる
のが有効です。より出題者の気持ちに近づ
けるのがポイントです。

前年までの受験者平均点
をチェックする

もうひとつ、出題者の気持ちになって考え
られる要素が受験者平均点です。毎年、4 割
前後という学校の場合は別ですが、およそ 
6 割前後を目安に問題作りをしている学校
は多いです。もし、昨年の平均点が 7 割前後
まで上昇していたら、今年は難しくなる可能
性があります。逆に 5 割を切っているような
ら、少し易しめになると予想できます。受験
生が出題傾向を読むように、出題者も毎年、
受験生の傾向を読み取ろうとしています。入
試選抜をする性質上、全員が得点できたり
誰も解けなかったりするような問題ではあ

まり意味がありません。受験生の差が出るほ
ど、合否判定はしやすくなります。過去数年
の受験者平均点か合格最低点の変動を教
科別に見ることができれば、その学校が、ど
のくらいの得点で合格を出したいと考えて
いるのかが見えてきます。そこから、受験す
る年の試験の難易度をある程度、読み取る
ことも可能です。

合格最低点までの
最短距離を考える

入試に満点は不要です。合格点が取れれ
ば十分です。配点に差がつく場合もあります
が、どんな問題でも同じ配点という場合も少
なくありません。算数（数学）で 20 問あれば
すべて 5 点。簡単な計算問題でも複雑な応
用問題でも同じです。時間がかからず知っ
ていれば解ける問題で必ず得点すること。
少しひねった問題でもきちんと考えて得点
できるものがあること。この二点をおさえれ
ば、たいていの入試では合格点に届きます。
これが合格までの最短距離です。
しかし、苦手教科や苦手分野があると難し

くなります。この場合は、得意教科でカバー
するだけの得点をねらうか、苦手教科をあ
る程度克服するかの二通りの方法がありま
す。受験生本人の資質と目指す学校とによっ
て最短距離は変わりますが、基礎・基本とな
るものはできるに越したことはありません。
たとえば漢字や計算、中学生なら英単語

が苦手、という場合は練習が足りないだけ
ですから、練習することです。過去問をやれ
ば、どんな学校でも必ず出題されているの

がわかります。ほかにも過去の入試問題に
取り組み採点してみれば自分の克服すべき
点が見えてきます。ある程度、学力のある受
験生であれば自分の得点を見て「やっぱり、
あれができないと合格できないな」と確信
できます。そのとき、苦手な分野でもある程
度、できるようになろうと向き合う勇気を持
つことが大事です。
もし、学校説明会などで前年の入試問題

での正答率が入手できるようであれば、ぜ
ひ 50％以上の正答率の問題だけをやって
みて下さい。その中でできないところがあれ
ば、それをできるようにすることがあなたの
合格への最短距離です。また、声の教育社の
「学校別問題集」の解説には大問の解説文
の最初に単元名が書いてあります。できそう
でできなかった問題の単元名をチェックし、
その単元について学習を重ねること。これも
合格への最短距離です。
このような考え方は、ある程度、基礎・基
本となる学力がないと厳しいですが、できる
ようになると、ゲーム感覚で問題と取り組め
るようになります。場数を踏むことも大事な
ので、模擬試験を数多く受験するのも、この
ようなトレーニングには有効です。

入試問題は学校によって出題傾向が違います。また、問題から学校が求める生徒像を見出すことが
できます。「入試問題は学校から受験生へのメッセージ」といわれるゆえんです。出題傾向を知り、対策
を立てるのは合格への近道です。
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　中学３年生にとって、夏は勝負のとき。
自分でプログラムを組み、キチッと実行する
ことが大切だ。このことを意識しながら過ご
したかどうかによって、夏休み以降に大きな開
きができてしまう。この時期にやるべきことを
しっかり見すえ、目標に向けて努力しよう。
　そのためには、生活のリズムをカチッと
固めて、ダラダラしないようにす
ることが重要だ。中学生活最
後の夏、あとになって後悔し
ないように実りのある時間
を過ごそう！

本気で
頑張ろう！
中3の夏

実現可能なプランをたてよう！実現可能なプランをたてよう！
　休日の計画をたてるとき、あれもこれも
やろうと欲ばりがちになることが多い。い
ろいろ手をつけて、結局1つもものにでき
ないこともよくある話。欲ばらずに、実現
可能な計画であることが第一条件だ。

◎目標が明確で具体的なこと。

◎ 目標を達成するための方法・手段

がしっかりしていること。

　この2つの条件を満たしていれば、その
プランは実現可能。たとえば、「私は不得
意教科を集中してやる」と目標をたてる。
目標はできるだけしぼったほうが対策もた
てやすい。次に、それに合わせた勉強方法
を決めていく。これも、 いろいろな方法で
はなく、しぼったほうがいい。ねらった目
標の完全達成が大切だ。

調節できる自由時間を作ろう！調節できる自由時間を作ろう！
　計画を実行してみるとわかるけれど、思
うようにはいかないものだ。予定外のこと
が急に入ると、計画を100％達成するのは
なかなか難しい。そこで、計画表には調整
可能な自由時間を作っておくのがコツだ。
途中で計画を修正するのにとても役立つ。

生活にアクセントをつけよう！
　ひたすら机に向かって勉強するのでは、
マンネリになる。遊ぶときは思い切って遊
ぼう。勉強も図書館へ行ったり、友だちの
家でやったりと、場所を変えてみるのも一
つだ。生活にアクセントをつける工夫は、 
充実した時間を過ごすコツだ。

学 習学 習
教科のバランスをじょうずにとろう！

　不得意教科の克服をめざして、寝てもさ
めても数学や理科の勉強ばかり…これはい
けない。教科のかたよった勉強は、栄養の
バランスがかたよっているのと同じ。勉強

のプランを組み立てるときには、得意・不
得意、文系・理数系がうまく配分されてい
るように工夫しよう。そのほうが頭もリフ
レッシュする。

基本にもどって学習しよう！基本にもどって学習しよう！
　受験勉強は何をどうすればいいのかが
よくわからない人が多いだろう。夏に重点
的にやっておきたい勉強は、「1・2年の復
習」と「不得意教科の克服」だ。比較的ま
とまった時間が持てる夏こそ、この2つの
勉強にはもってこいだ。少なくとも、どち
らかはやっておきたい。どちらかを勉強す
るにしても、大切なのは基本にもどること。
1日の勉強時間の大半を費やしてもかまわ
ない。基本さえしっかりしていれば応用は
いくらでもスピードアップできる。

いままでの勉強法をチェックしよう！
　今までの勉強法をチェックして、よりよ
い方向に変えていくには、夏休みはよい機
会だ。今まで復習中心の勉強で効果があが
らなかった人は、予習中心にきりかえてそ
の効果をためしてみたり、勉強時間をずら
してみたり、暗記の時間だけ特別に設けて
みたりする工夫が必要。もちろん順調に勉
強の進んでいる人は、勉強方法もこのまま
で。2学期に入ってから自分の勉強スタイ
ルを変えるのは難しい。

健 康健 康
体を動かす時間を確保しよう！体を動かす時間を確保しよう！

　暑くてバテるからといって、毎日家の中
でゴロゴロしていては、体によくない。朝
のジョギングや体操、昼の水泳、お風呂あ
がりの柔軟体操などのような、体を動かす
時間を作ろう。ヘトヘトになるまでやる必
要はないけど、血液の流れもよくなるし、

体が軽く感じるはずだ。

十分な睡眠時間を確保しよう！十分な睡眠時間を確保しよう！
　まず起きる時刻と寝る時刻をしっかり決
めておくこと。つまり、決まった時刻に決
まった睡眠時間をとるという意味だ。夜型
や朝型の勉強をする予定の人も、これだけ
はしっかりと決めておこう。デタラメな睡
眠時間は、食欲がなくなって夏バテの原因
にもなるので要注意だ。

  7：00　起床・朝食
  9：00　１・２年の復習

11：30　昼食

13：00　図書館で問題練習

16：00　自由時間

19：00　弱点克服勉強

21：00　入浴・自由時間

　　　　   就寝

休みの日の１日のスケジュール

涼しい時間を利用して無理なくやろう！
　家での勉強は、朝と夜の涼しい時間を利
用したほうが能率があがる。夏の勉強は暑
さとの戦い。暑いときの努力は、必ず 2学
期からの勉強に結果として現れる。

クーラーの冷やしすぎは要注意！クーラーの冷やしすぎは要注意！
　図書館などの大型クーラーの入っている
所では、直接冷風に当らない場所を選ぼう。
家庭ではこまめに温度調節をして外気との
温度差が大きくならないようにしよう。冷
房している部屋に長時間いる場合は、外に
いるときよりも1枚厚着するくらいの気配
りがほしい。

食事のバランスに注意しよう！食事のバランスに注意しよう！
　暑いからと冷たいジュースばかり飲んで
いては、たちまち夏バテ。1日3度の食事
は、きちんととろう。夏は汗をかくのでカ
ロリーを多く使う。栄養のバランスのとれ
た食事をとるようにしたい。またビタミン
も失われやすいので、生野菜などで補給す
るように心がけよう。

進 路進 路
納得のいく進路を選ぼう！納得のいく進路を選ぼう！

　あと数ヶ月後には進路を決定しなけれは
ならない。時間的に余裕のある夏に、もう
一度基本にもどって進路を選択するうえで
の留意点や、休み中にできる志望校の情報
収集等についてまとめてみた。

  進路を考えるうえでの留意事項

◎ 目先のことや見栄，体裁にとらわ

れていないか

◎ 友人などの意見に惑わされていな

いか

◎ 家族の希望などを十分に考えてい

るか

　これらの点に注意して、納得のいく進路
を選択しよう。

志望校の情報を集めよう

　高等学校に進む場合に、志望校の情報収
集は夏にやるべきことの一つと言えよう。
その手段としては、市販の高校案内を見た
り、先輩や先生から話しを聞いたりする方
法があるが、実際に高校を見聞きすること
のできる学校見学会や体験授業を利用する
ことがおすすめだ。

もぎテストや塾内テストを参考に  

　もぎテストや塾内テストの結果を利用し
て、志望校についての情報を知ることも必
要だ。特に、もぎテストは、テストの結果
以外に個人票に志望校に関する情報などが
出ているから参考にしよう。また、もぎテ
ストの結果から各教科ごとのキミの理解で
きている単元と理解できていない単元がわ
かるようになっているから、学習プランを
たてる時に役立つはずだ。

早起きで早起きで
１日を１日を

有意義に！有意義に！

図書館は 図書館は 
涼しいぞ！涼しいぞ！

リラックス リラックス 
タイムもタイムも
必要だ！必要だ！

夏休みはまとまった時間がと
れるせっかくのチャンスな

ので、「たまにはハネを伸ばした
い。」という気分になるのもよく
わかる。だからこそ、貴重な休み
を有意義に過ごせるよう、しっか
りとした計画が必要なんだ。せっ
かくたてたプランが計画倒れにな
らないように、強い
意志をもってこの夏
を過ごそう！
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